
犬山頭首工左岸導水路の余水吐水路において小水力発電の工事が
始まっています

平面・断面図

２．工事期間中の管理所の対応

小水力発電所の建設に当たっては、木曽川本川より導水している犬山頭首工の余水吐水路を
一時締め切る必要があると同時に工事現場へ越水しないよう上流の水位を管理する必要があり
ます。水位は通常より0.40ｍ下げ、標高36.60ｍ（下限）～標高37.00ｍ（上限）で管理を
行っています。

この水位で管理するために、犬山頭首工管理所は、国土交通省（木曽川上流河川事務所）へ
の管理使用規則の一時変更や利水関係者と新濃尾農地防災事業所との調整を支援しています。

3.今後の犬山頭首工としての管理

小水力発電施設が完成後は犬山頭首工管理所においては、発電施設の稼働状況を注視しなが
ら、左岸導水路の流量や左岸取水量などの管理を行うことが伴います。

今後、発電設備の緊急停止など、想定される状況に対応した管理技術の習得など、しっかり
準備を進めたいと考えています。

１．はじめに

新濃尾農地防災事業による小水力発電所建設工事が犬山頭首工の左岸敷で着手されました。
今回は工事の概要と犬山頭首工管理所としての小水力発電施設への関わりを紹介します。

農村振興局では、小水力等の利活用を推進するための各種施
策を講じており、新濃尾農地防災事業においてもこの役割を果
たすため、犬山頭首工左岸導水路の余水吐水路に小水力発電施
設を建設するものです。

小水力発電施設の完成後は、濃尾用水協議会（５つの土地改
良区で構成）で施設の維持管理を行い、発電収益は農業水利施
設の維持管理費の一部に充当され、土地改良区の維持管理費の
軽減に繋げることとしています。

本工事は令和３年９月に着手し、令和3～5年度で整備を進め
ます。

施工位置

施工位置

【小水力発電の諸元】最大出力：199ｋW
年間最大発電電力量：1,603,080ｋWｈ

令和3年3月に閣議決定
された土地改良長期計画で
は、「土地改良施設の使用
電力量に対する農業水利施
設を活用した小水力等再生
可能エネルギーによる発電

電力量の割合（目標：約4割
以上）」を重要業績指標の1

つとして掲げています。
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国営施設機能保全事業「中勢用水地区」

三重県

位 置 図

津市

中勢用水地区

第三頭首工

盛土場

安濃ダム

ダム取水設備補修工事
（工事期間：R2～R5年度） 幹線水路機械設備整備工事

用水路調圧水槽

堆積土砂の掘削状況 盛土作業状況

安濃ダム堆砂対策工事

１．地区の概要
本地区は、地域の基幹的な農業水利施設である安濃ダム、第三頭首工

及び用水路等の機能を長期にわたり保全するため、総事業費25億円（着
工時点）、平成24～令和５年度の工期で事業を実施しています。

これまでに、安濃ダム堆砂対策として、平成２８年度より堆積土砂の
搬出（計画搬出量131千m3）を開始し、令和２年度までに約87千m3を
搬出しました。また、水管理施設の更新、第三頭首工の補修等を行って
きました。

２．令和３年度の実施内容
令和３年度は、引き続き安濃ダムの堆積土砂約２２千m3の搬出を行う

とともに、安濃ダムの取水設備、幹線水路設備等の整備を行いました。

ゲート・操作盤更新 ゲート更新既設ゲート撤去取水設備の更新
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